
千歳烏山駅周辺では京王線の連続立体交差事業をはじめ、駅前広場や補助216号
線の事業が進められまちが大きく変わろうとしています。こうした中、 12/3に駅前広場
を含めた区域内の土地又は建物に権利を持つ地権者が主体となり、再開発事業手法
を活用したまちづくりを検討する場として「まちづくり準備会」を設立しました。

2020年12月発行

『かわら版』は、駅前広場南側地区に土地、建物を所有されている皆様に、駅前広場南側のまちづくりについてお伝えするものです。

発行・編集：千歳烏山駅前広場南側地区まちづくり準備会 運営委員会

千歳烏山駅前広場南側地区

まちづくり準備会

まちづくり準備会会長 林田 章

準備会からのご報告
第1回準備会では下記の内容が承認されました。

・まちづくり準備会の設立

・まちづくり準備会会則

・活動プログラム

・運営委員

1.開会
2.まちづくり準備会の設立
3.まちづくり学習会

1)連続立体交差事業をきっかけに変わる
千歳烏山駅前

2)再開発事業を活用したまちづくり事例
「京急蒲田駅西口地区」

4. 意見交換
5.閉会

第1回準備会 次第

まちづくり学習会については、裏面をご覧ください！

千歳烏山駅周辺で始まっているまちの変化は、これまでにない大きなチャンスだと
考えています。この機会を活かして、駅前の魅力的な商業と安心安全に住み続けられ
る居住環境を目指し、併せて私たちの資産活用や生活再建の実現に向けて取組ん
でまいります。次の世代に誇れる駅前拠点整備を目指し、一人でも多くの方と意見交
換させていただきたく、是非ご参加ください。

＜第1回準備会当日の様子＞

会 長 ：林田
副会長 ：栗山、鶴間
運営委員：池亀(直)、池亀(正)、荻島

加藤、高野、羽山

選出された運営委員は以下の通り

同封の「まちづくり準備会会則」及び
「活動プログラム」をご確認ください。

第1号



まちづくり学習会の内容について

千歳烏山駅前広場南側地区まちづくり準備会 運営委員会
池亀(直)、池亀(正)、荻島、加藤、栗山、高野、鶴間、林田、羽山

世田谷区 烏山総合支所 街づくり課 担当 ： 駒形、中村、宇田川
電話：03-3326-9618 FAX：03-3326-6159

＜連絡先＞ （50音順）

まちづくり準備会にご参加ください！

まちづくり準備会では、皆さんから積極的かつ幅広く意見をいただくため、会の目的や
活動に賛同いただける方に参加届の提出をお願いしています。
なお、参加届は再開発事業への賛成や反対を問うものではありません。

都
市
計
画
道
路(

補
助

号
線)

216

駅前広場
南側地区

・準備会を設立してまちづくりの検討を
具体化させていく流れは理解した。

・準備会の参加人数をもっと増やしてい
きたい。

・駅からの人の流れを、再開発ビルに引
き込めるような計画を考えたい。

次回は、来年 2 月の予定です。

テーマは、 「市街地再開発事業の仕組みについて 」です。

日程等が決まりましたらあらためてご案内いたします。

連 続 立 体交差事業を き っ かけ に 変わる千歳烏山駅前

駅前通り

駅前広場

千歳烏山駅
▼

駅前通りから駅を臨む

駅前通り

千歳烏山駅
▼

整備後のイメージ（仮）現況のイメージ（仮）

京王線連続立体交差事業、都市計画道路の整備事業が完了すると、駅前広場を含む
まちの姿が大きく変化します。

再開発事業を活用したまちづくり事例

連続立体交差事業をきっかけとして、
駅前商業地としての賑わいの強化を図る
ために駅前広場と一体的に市街地再開発
事業で整備した「京急蒲田駅西口地区」
の事例を紹介しました。

頂いた主なご意見



今月２回目の緊急事態宣言が発出され、日々の生活にも様々な影響が生じているこ
とと思います。皆様方におかれましてはいかがお過ごしでしょうか。

駅前広場を含んだ南側地区のまちづくりの検討を具体化させていくため、昨年12月
3日にまちづくり準備会を設立し、引き続き第2回準備会も２月に開催できるよう準備
を進めてまいりました。しかし、新型コロナウィルス感染症の拡大に歯止めがかかって
おらず、2月7日までは緊急事態宣言の期間としてさらなる感染予防措置の対応等も
求められています。

そのため、当初予定していました2月の第2回準備会は開催時期を見直し、緊急事態
宣言解除後の状況を確認した上で、開催日程等を判断することとなりました。

人の移動や集会、外出等の制約が求められる中ではありますが、開催の日程が決ま
りましたら、あらためてご案内いたします。

引き続き、まちづくりに関するご理解とご協力をお願いいたします。

まちづくり準備会会長 林田 章

2021年1月発行

『かわら版』は、駅前広場南側地区に土地、建物を所有されている皆様に、駅前広場南側のまちづくりについてお伝えするものです。

発行・編集：千歳烏山駅前広場南側地区まちづくり準備会 運営委員会

千歳烏山駅前広場南側地区

まちづくり準備会
第2号

千歳烏山駅前広場南側地区まちづくり準備会 運営委員会
池亀(直)、池亀(正)、荻島、加藤、栗山、高野、鶴間、林田、羽山

世田谷区 烏山総合支所 街づくり課 担当 ： 駒形、中村、宇田川
〒157-8555 世田谷区南烏山6-22-14
電話：03-3326-9618 FAX：03-3326-6159

＜連絡先＞ （50音順）

まちづくり準備会では、皆様から積極的かつ幅広く意見をいただく
ため、参加届の提出をいただき、準備会を開催しております。
つきましては、多くの地権者の皆様にご参加頂きたく、同封の
参加届の提出を改めてお願いいたします。
提出方法は、下記連絡先（烏山総合支所街づくり課）まで
郵送かFAXまたは窓口までお持ち下さい。
不明な点がありましたら、下記連絡先までお問い合わせください。
※既に参加届を提出済みの方の提出は不要です。

参加届の提出について
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駅前広場
南側地区



（会則第 4 条関係） 
 

千歳烏山駅前広場南側地区まちづくり準備会 
参加届 

 

私は、第４回千歳烏山駅前広場南側地区勉強会（令和元年 11 月 25 日開催）で

の提案に基づき、第５回千歳烏山駅前広場南側地区勉強会（令和２年 10 月 13 日

開催）で説明があった「千歳烏山駅前広場南側地区まちづくり準備会」への参加を

希望します。 

 
令和 年 月 日 

 

準備会参加者氏名 （準備会に参加する方のお名前を記載願います） 

ふりがな 

名 前       印 
 

権利者氏名 （上記参加者が権利者と異なる場合は、権利者のお名前又は法人名を記載願います） 

ふりがな 

名 前       印 
 
参加者との関係（                 ） 

現住所 （案内や資料等をお送りする住所を記載願います） 

         
 

連絡先 （直接ご連絡が可能な連絡先を記載願います） 

         
 

 
現地に所有する権利についてチェックして下さい。（代表する一か所で結構です） 

□土地及び建物を所有  □土地のみを所有  □建物のみを所有 

□その他（              ） 
 

上記権利が所在する住所（上記現住所と同じ場合は記載不要です） 

住 所 

                
※複数所有される方は、代表する住所（一か所）を記載願います  

※準備会参加者の自署であれば押印不要です。 

※権利者の自署であれば押印不要です。 



新型コロナウイルス感染拡大防止のため、第2回まちづくり準備会の開催時期を見
直すとお知らせ致しましたが、4月以降、まちづくり準備会会場として使用している烏山
区民会館集会室がワクチン接種会場となることを受け、別の会場の手配や開催時間
帯等の調整が必要となりました。
こうした中、運営委員会において、感染防止対策を講じ、安全に準備会の開催がで

きる方法を検討しております。開催の目途が立ちましたら、改めてご案内いたします。
また、運営委員会では、市街地再開発事業を活用した駅前拠点整備等について、

引き続き検討しております。これら検討の内容をかわら版や準備会においてご報告し、
ご意見等を頂き、目指すまちづくり案を取りまとめていきます。
引き続き、ご理解とご協力をお願いいたします。

まちづくり準備会会長 林田 章

2021年3月発行

『かわら版』は、駅前広場南側地区に土地、建物を所有されている皆様に、駅前広場南側のまちづくりについてお伝えするものです。

発行・編集：千歳烏山駅前広場南側地区まちづくり準備会 運営委員会

千歳烏山駅前広場南側地区

まちづくり準備会
第3号

千歳烏山駅前広場南側地区まちづくり準備会 運営委員会
池亀(直)、池亀(正)、荻島、加藤、栗山、高野、鶴間、林田、羽山

世田谷区烏山総合支所街づくり課 担当 ： 駒形、中村、宇田川
〒157-8555 世田谷区南烏山6-22-14
電話：03-3326-9618 FAX：03-3326-6159

＜連絡先＞ （50音順）

「運営委員会の取り組み」

準備会の

企画・運営について

開催方法

日程調整

準備会の内容 等

市街地

再開発事業による

まちづくりについて

市街地再開発事業の
特徴・仕組み等

まちづくりの方向性 等

今後かわら版では、市街地再開発事業について皆様が気になっていることに
お答えいたします。第1回目は「市街地再開発事業とは？」です。

裏面へGO



Q
A市街地再開発事業

市 街 地 再 開 発 事 業 っ て 何 ？
ど ん な 特 徴 ・ 仕 組 み な の ？

市街地再開発事業は、駅前等において細分化された敷地を広く統合し、共同化ビルに建て替え、

併せて広場や道路等の公共施設とオープンスペースを確保することによって、快適で安全な都市環

境を再生する、公共施設と建築物を一体的に整備する総合的なまちづくり手法です。調布や府中の

駅前で見られる再開発ビルは、この事業手法を活用して土地の高度利用により再構築した事例です。

事業のポイントは、再開発計画を都市計画に位置付け、都市再開発法に基づき進める事業として、

従前の権利を新しくできる再開発ビルの床に置き換え、また生み出された床を売却し、事業の一部

にします。さらに、都市計画に基づく事業であり、整備費や補償費等に対して補助金の支援を受け

ることができます。

【市街地再開発事業とは】

権利者の皆様が疑問に思っていることについてお答えいたします！

世 田 谷 区 で は 以 下 の と お り ５ 地 区 に お い て 市街 地
再 開 発 事 業 に よ る ま ち づ く り が 進 め ら れ ま し た ！

(出典：世田谷区HP)二子玉川東地区

個人での建て替え 市街地再開発事業



千歳烏山駅

駅前広場

2021年5月発行

『かわら版』は、駅前広場南側地区に土地、建物を所有されている皆様に、駅前広場南側のまちづくりについてお伝えするものです。

発行・編集：千歳烏山駅前広場南側地区まちづくり準備会 運営委員会

千歳烏山駅前広場南側地区

まちづくり準備会
第4号

千歳烏山駅前広場南側地区まちづくり準備会 運営委員会
池亀(直)、池亀(正)、荻島、加藤、栗山、高野、鶴間、林田、羽山

世田谷区烏山総合支所街づくり課 担当 ： 駒形、大塚、宇田川
〒157-8555 世田谷区南烏山6-22-14
電話：03-3326-9618 FAX：03-3326-6159

＜連絡先＞ （50音順）

皆様におかれましては、いかがお過ごしでしょうか。3号かわら版にて「運営委員会
で今後の進め方を検討しています」と報告し、５月下旬の第2回まちづくり準備会に
向けて準備を進めてきましたが、緊急事態宣言期間の延長を受けて開催を延期する
こととなりました。

運営委員会では、昨年12月のまちづくり準備会設立時に承認されました活動プ
ログラムに基づき、継続して「再開発事業を活用したまちづくり」の検討を進めていま
す。

この度、第2回まちづくり準備会で、皆さんと意見交換をさせていただく予定で検
討を進めてきました内容の一部について、本かわら版にて報告いたします。また、アン
ケートも同封いたしますのでご回答ください。検討内容に関する事やまちづくりの取
組に関する事等、幅広くご意見等をお聞かせ頂きたいと考えています。

第2回まちづくり準備会は、緊急事態宣言解除後の開催を予定しています。日程
等が決まりましたらあらためてご案内いたします。

引き続きまちづくり準備会の活動にご理解とご協力をお願いいたします。

まちづくり準備会会長 林田 章

まちづくり準備会や運営委員会で検討している
内容を、地域の皆さんにも知っていただけるよう、
区域内に掲示板を設置しました。（ミカ一番街）

引き続き検討している内容を掲示していきます。

駅前広場千歳烏山駅
都
市
計
画
道
路(

補
助

号
線)

216

これまでの意見交換で、皆さんからいただいたまちづくりのテーマです。

活気がある駅前
にしていきたい

安全で歩きやすい
歩道を整備したい

楽しく過ごせる
施設を整備したい

便利な駅前に
住み続けたい

資産を有効に
活用したい

商店街の魅力を
上げていきたい

店 舗
事務所
住 宅
駐輪場
駐車場ほか

再開発事業を活用したまちづくり

□ イメージ（案）

□ まちづくりのテーマ

再開発事業のボリュームイメージです。

ボリュームイメージを表現するもので、
周辺の建物まで表現していない範囲
があります。

ココ 補
助
216号

線



従前と従後は等しく
なるよう定めます

□ 市街地再開発事業の特徴

□ 様々な選択肢から選んでいただくことができます

再開発事業の仕組みにおける「権利変換」について、一般的な流れとして伝えするものです。

□ 権利変換の流れ（再開発による権利の移動）

・地区内の地権者は、誰でも参加できます。

・所有する権利を、再開発ビルの床に置き換えます。（評価額に応じ）

・再開発ビルの床に置き換える以外に、金銭に換えるといった選択ができます。

・引越しに関する費用等、様々な補償があります。

・再開発事業に必要な資金は、再開発組合が調達します。（個々人で資金調達しなくて良い）

そのためには → 地権者で再開発組合を設立します。

再開発後の権利は → 再開発ビルを所有する皆さんの共有となります。

再開発前

［従前］

再開発後

［従後］

①権利変換：再開発前の資産を、再開発ビルの床（敷地持分を含む）に換える。

②金銭給付： 〃 再開発ビルの床ではなく金銭で受け取る。

③一部権利変換： ①と②の組み合わせ。

（土地は共有持ち分）

権利変換

① すべて権利変換

床を自己使用

床をテナントに賃貸

② すべて金銭給付

代替資産を取得

現金等で保有

③

一部､権利変換

床を自己使用

床をテナントに賃貸

代替資産を取得

現金等で保有

一部､金銭給付

【従前】 【従後】

例えば、現在は店舗を所有
している方でも、権利変換
により住宅床に権利を置き
換えることができます。

また、従前の資産額に応じ、
店舗と住宅の双方に置き換
えること等、選択できます。

駅前広場

再開発ビル

Q
A市街地再開発事業 権利者の皆様が疑問に思っていることについてお答えいたします！

市街地再開発事業をすることで、 私たちの権利は、どういう形になるの？

従前資産

評価

従後資産

評価イコール

権利を置き換える時など、権利者が受ける影響に対しては補償制度もあります。
考え方等については、今後の準備会の中でご説明いたします。

（再開発イメージ）



2021年6月発行

『かわら版』は、駅前広場南側地区に土地、建物を所有されている皆様に、駅前広場南側のまちづくりについてお伝えするものです。

発行・編集：千歳烏山駅前広場南側地区まちづくり準備会 運営委員会

千歳烏山駅前広場南側地区

まちづくり準備会
第5号

千歳烏⼭駅前広場南側地区まちづくり準備会 運営委員会
池⻲(直)、池⻲(正)、荻島、加藤、栗⼭、⾼野、鶴間、林⽥、⽻⼭

世⽥⾕区烏⼭総合⽀所街づくり課 担当 ： 駒形、⼤塚、宇⽥川
〒157-8555 世⽥⾕区南烏⼭6-22-14
電話：03-3326-9618 FAX：03-3326-6159

＜連絡先＞ （50⾳順）

新型コロナウイルス感染拡大の影響から延期しておりました第2回まちづくり準備
会を下記の通り開催いたしますのでご案内いたします。
第2回まちづくり準備会では、再開発事業を活用したまちづくりについて、その方

向性と施設計画のボリュームイメージを紹介し、意見交換を予定しています。
引き続き、まちづくり準備会の活動にご理解とご協力をお願いいたします。

まちづくり準備会会長 林田 章

１．駅前広場を含んだまちづくり検討の経緯

２．再開発事業を活用したまちづくり

３．都市計画と施設計画ボリューム

４．再開発事業における権利変換の仕組み

５．意見交換

内容：

参加される際には、マスクの着用をお願いいたします。
また、烏山区民会館には駐車場がございません。公共交通機関をご利用ください。

千歳烏山駅

⾃転⾞置場

烏山区民会館

ホール

第2回まちづくり準備会の開催概要

日時：令和 3年 7月7日（水）18：00～19：30

烏山区民会館ホール（烏山区民センター１階）場所：

(開場17：30)

第３回まちづくり準備会は、令和３年９月中旬に開催を予定しています。
また、アンケートで個別のご相談を希望した方には順次ご連絡いたします。



Q
A再開発事業について

再 開 発 事 業 の 補 償 と は ？
ど ん な 補 償 が あ る の ？

権利者の皆様が疑問に思っていることについてお答えいたします！

【再開発事業の補償】

①立木・工作物等補償 ②動産移転補償

③仮住居・仮店舗補償 ④地代家賃減収補償

⑤営業補償 ⑥借家人補償

⑦移転雑費

建物評価(補償)の対象となら

ない工作物(門や塀など)や立

木などに対する補償。

いわゆる引越しにかかる費用

に対する補償。

再開発ビルの工事期間中に

仮住居や仮店舗を借りる費

用に対する補償。

土地や建物を貸している地権

者の再開発ビルの工事期間中

の減収に対する補償。

営業している地権者が引越しする際に営業

を一時休止する際の減収に対する補償。

借家人が転出する際に、移転先を借りる

ための費用に対する補償。

上記のほか、移転先を探すときの仲介手数

料や法令上の手続き費用などに対する補償。

例えば…

地区内に土地・建物を所有

建物で八百屋を営業しているBさん

①立木・工作物等補償

②動産移転補償

③仮住居・仮店舗補償

⑤営業補償

⑦移転雑費

権利変換する場合の

補償は？

Cさん

地区内に土地・建物を所有

建物はテナントに貸している

①立木・工作物等補償

④地代家賃減収補償

⑦移転雑費

⑧転出補償
地区外に転出を希望する方に対して、従前

資産に相当する価額を金銭で補償。

Aさん

地区内に土地・建物を所有

建物は住まいとしてしている

①立木・工作物等補償

②動産移転補償

③仮住居・仮店舗補償

⑦移転雑費

再開発事業では、通常生じる損失が下記の通り補償されます。
補償は金銭で支払われます。

詳しい資料は、第2回まちづくり準備会当日に配布いたします。
当日欠席の方でご希望がありましたら、資料をお送りいたしますのでご連絡下さい。

※転出する場合の補償は、準備会配布資料を参照下さい。
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千歳烏山駅前広場南側地区

まちづくり準備会

7月7日（水）に烏山区民会館ホールにて、第２回まちづくり準備会を開催いたしました。

当日は、再開発事業を活用したまちづくりについて、目指すまちの方向性や施設計画のボ
リュームイメージ等に関して意見交換しました。

参加した方からは、「まちづくりがかなり具体化してきた」といったご意見もいただいています。

まちづくり準備会では、地区内に土地又は建物を所有されている方はどなたでも参加できます。
多くの皆さんと意見交換をさせていただきたいと考えていますので、ぜひご参加ください。引き続き、
まちづくり準備会の活動にご協力のほどよろしくお願いいたします。

まちづくり準備会会長 林田 章

第２回まちづくり準備会を開催しました
日時：令和3年7月7日(水)  18：00～19：30
会場：烏山区民会館ホール 参加：24名

千歳烏山駅前広場南側地区まちづくり準備会 運営委員会
池亀(直)、池亀(正)、荻島、加藤、栗山、高野、鶴間、林田、羽山

世田谷区烏山総合支所街づくり課 担当 ： 駒形、大塚、宇田川
〒157-8555 世田谷区南烏山6-22-14
電話：03-3326-9618 FAX：03-3326-6159

＜連絡先＞ （50音順）

次回、第3回まちづくり準備会は、令和3年9月中旬以降の開催を予定しています。
開催日程が決まり次第、かわら版でご案内いたします。

まちづくり準備会では、皆さんから幅広く意見をいただくため、会の目的や活動にご理解いただける
方に参加届の提出をお願いしています。また、まちづくり準備会の運営委員も募集しています。

組織 法手続き等 検討にあたっての活動等 勉強課題と主な作業

都
市
計
画
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定
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で

Q
A再開発事業について

再 開 発 事 業 は ど う い っ た 流 れ で 進 ん で い く の ？
今 は 何 を 検 討 し て い る の ？

権利者の皆様が疑問に思っていることについてお答えいたします！

【再開発事業の流れ】

再開発事業は、各段階で権利者の皆さんと十分な意見交換を行いながら進めていく
事業です。今後、まちづくりの基本的な考え方を取りまとめ、より具体的な再開発の
検討を進めていくため、再開発準備組合の設立を目指して取り組みます。

どの様なまちづくりを実現させたいか
再開発事業の区域、建物や基盤施設の
計画、事業に必要な資金などについて
具体的に検討をしよう!!

再開発事業後の権利を
確定しましょう!!
(権利変換計画の作成）

完成だ!!

準備会などを通じて
再開発事業について
理解を深めよう!!

再
開
発
準
備
組
合

準
備
会

市
街
地
再
開
発
組
合

事業認可（組合設立）

権利変換計画認可

都市計画決定

除却・工事着工

転出の申し出

清算・組合解散

●評価基準日

補償費支払・土地明渡し

竣工

●権利変換期日

都市計画事業として
事業の種類、名称、施行区域
公共施設の配置や規模

建築物及び建築敷地の計画
内容を取りまとめる。

組合の運営ルールや
再開発の事業内容を
取りまとめ、権利者から

同意を得る

再開発前の権利をどのように
置き換えるか、権利変換の
計画をとりまとめ、権利者

から同意を得る

さぁ、工事をします!!

準備組合設立

より具体的に再開発事業の検討
を行う。

千歳烏山駅前広場南側地区まちづくり準備会では、
駅前広場を含む区域で再開発事業を活用した
まちづくりの基本的な考え方を取りまとめ、

再開発準備組合の設立を目指して取り組むことを
目的としています。

第6号

準備会からのご報告

開催の内容は、裏面をご覧ください！

当日欠席の方でご希望がありましたら、資料をお送りいたしますのでご連絡下さい。

現在

土地・建物の権利や
事業計画の詳細な
調査・設計を行います!!

1.開会
2.活動プログラムの更新
3.駅前広場を含んだまちづくり検討の経緯
4.再開発事業を活用したまちづくり
5.都市計画と施設計画ボリュームイメージ
6. 再開発事業における権利変換の仕組み
7. 意見交換
8.閉会

第２回準備会 次第
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